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ギリシア劇場からエトナ山を望む 
タオルミーナのチャタレー夫人 
 
奧 原   宇 
 
 2012 年度人文研総合研究旅行に参加するに当たり、18 世紀イギリスで盛んに行われたグラ
ンド・ツアーの渡航先として南イタリアやシチリアがどのような位置にあったかを調べていた
ところ、ロンドンにベースをもつ旅行サイト、Thinking Travellers 社が運営するサイト
Thinking Sicily に出会った1。そのサイトのタオルミーナ紹介ページの冒頭にはタオルミーナ
ゆかりの著名芸術家の名がずらりと並んでいる。ゲーテを筆頭にブラームス、クリムト、デュ
マからグレタ・ガルボ、エリザベス・テーラー、フランシス・コッポラら、いずれもタオルミー
ナに逗留した人びとである。中にオスカー・ワイルドやトルーマン・カポーティと並んで D. H. 
ロレンスの名があった。さらに調べてゆくと、ロレンスがこの地でインスピレーションを得て
『チャタレー夫人の恋人』を執筆したという記述まである2。ウェブ上の旅行や観光案内のサイ
トにどの程度の信憑性があるかは怪しいものがあるが、以下はロレンスと『チャタレー夫人の
恋人』をめぐる私の探索の旅の顛末である。 
 
 ナポリ、マテーラを経て、研究旅行 4 日目はほぼ一日バスにゆられて、シチリアを目指した。
ヴィラ・サンジョバンニ港からフェリーでメッシーナ海峡を渡る頃には日は傾き始めていた。
いよいよシチリア島へ足を踏み入れるという感慨にふける間もなくバスでその夜の宿のあるタ
オルミーナへ向かった。バス・ステーションへ着く頃にはあたりはすっかり暗闇に包まれ、地
形がどうなっているのかは見えないのだが、バスの駐車場からホテルに行くのにかなり長時間
エレベーターに乗っていたことから
も、海にへばりついた断崖の上にの
ぼっているという感覚が初めて訪れ
た旅行者にもあった。 
 翌朝、ホテルの居室の窓からは青
く広がる湾曲した浜辺がはるか下に
見え、ホテルのロビーを出ると頭に
雪をのせ、かすかに噴煙をたなびか
せたエトナ山がその美しい山容を晴
天にくっきりと映し出していた。こ
の地がゲーテをはじめ多くの文人た
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ちを惹きつけたのもなるほどと思わせる景色である。この日、タオルミーナの史跡である古代
ギリシア劇場跡をわれわれに案内してくれた土地の年配のガイドに、ロレンスがここでチャタ
レーを書いたと聞いているがという話をすると、彼は、そうだ、彼の奥さんがここで土地の男
と親しくなり、それをロレンスは小説にしたのだ、とこともなげに言った。 
 今回の旅行に出る前にタオルミーナとロレンスの関わりについて調べる中で、私は次のよう
なロスアンジェルス・タイムズの記事に遭遇していた。2011 年 7 月 4 日の Los Angeles Times 
net edition にある、Janis Cooke Newman の署名入り紹介記事である3。そこには、チャタレー
夫人の造形に当たってインスピレーションを与えた次のようなエピソードが書かれている。タ
オルミーナに滞在していたある上流階級の英国女性が、オリーブ林のなかで土地のイタリア人
農夫と熱烈な、「R 指定となるような」情事を繰り広げていた、というのだ。だがその記事には
典拠に関するクレジットは何もない。 
 しかし、帰国後調べてみると、上記の記事はどうやらシチリアの伝記作家 Vincenzo Salerno
の記事によっているらしいことがわかった。彼が Best of Sicily というネットマガジンの 2001
年 9 月号に寄せた記事に同様な自由奔放な未婚のイギリス人女性とシチリアの農夫の恋につい
て書かれており、さらに次のような一節がある。Their nude frolic through an olive grove in 
the pouring Summer rain was one of many experiences that inspired Lawrence.4 これは「オ
リーブ林の中で」と言う部分を除けば、まさにロレンスの作品中の有名な場面そのものだが、
何の典拠も示されていないので、ロレンスが inspire されたとあるが、この筆者がロレンスの
作品に inspire されたこともありうるのではないかと思われる。いずれにしても真偽のほどは
確かめることができない。 
 だがガイドは His wife とはっきり言っていた。彼のことばに従えば、このイギリス女性がロ
レンスの妻フリーダということになる。そのときは、前述のイギリス女性と土地の農夫の逸話
がいろいろ形を変えてこの土地に伝わる伝説のようになっており、いつしかフリーダその人に
なってしまったのであろうと私は思ったのだが、調べてゆくうちにこのガイドが言ったことは
いい加減な噂話ではなく、どうやら小説として出版されていることを知った。 
 Gaetano Saglimbeni というタオルミーナ出身のイタリア人ジャーナリストの作品に Lady 
Chatterley and the Mule-driver（Lady Chatterley e il mulattiere，2003, Armando Siciliano）
というモデル小説があり、そこではフリーダ・ロレンスとラバの御者をしている土地の若者の
奔放な恋愛生活が赤裸々に語られているらしい。らしいというのは原作はイタリア語で書かれ
ており、英訳も日本語訳もない。ただ書評やネットの紹介記事をみると、そのラバの御者の名
前まで明示されているのだ。それによると、タオルミーナにいる時分のフリーダの知人にイギ
リス人の老婦人がおり、彼女を訪問する際にフリーダの送迎をしたのがこの若者であった。あ
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る夏の日のできごととして、急な雨に会った二人が近くの小屋に避難した際に小説の中にある
ような雨の中でのシーンが二人の間で繰り広げられた、と言うのである5。 
 フリーダ・ロレンスがこういう形で土地の伝説となるにはそれなりの理由がある。3 人の子
供を置いて夫の教え子と出奔したという経歴が恋多き女という彼女の神話を作り上げるのにあ
たって大きな役割を果たしているのであろうが、彼女にまつわる著作にはほとんど例外なく多
くの男の名があげられている。しかし、このような私的な秘め事がなぜ土地の伝説となりうる
のか、さらにそれが、夫であるロレンスの知るところとなり、いわんや小説の題材となりうる
のか、つい眉につばをつけたくなるのも無理はなかろう。 
 いろいろ情報源を辿った果てに行き着いたのは Brenda Maddox が 1994 年に出版したロレ
ンスの伝記、D. H. Lawrence: The Story of a Marriage である。Brenda Maddox はアメリカ
生まれのイギリスで活躍するジャーナリストで、ハーバード大学で英文学を専攻したこともあ
り、文学者や文学者の妻の伝記をいくつか著している。ジェイムズ・ジョイス研究者にはジョ
イスの妻 Nora Joyce の伝記を著した人物としてよく知られている。ノラ・ジョイスの伝記は
彼女をジョイスの文学上のインスピレーションの源として捉え、特にノラを彼の代表作『ユリ
シーズ』のモリー・ブルームのモデルとして捉えているのだが、ソースとして用いたものが書
簡など客観的にたどれるものから個人へのインタビューなど確認不可能なものも含まれている。
また、ジョイスの遺産管理人である孫の Stephen Joyce の要求に屈し、娘 Lucia を扱った章を
削除したことでも知られている。 
 このロレンスの伝記は、副題に The Story of a Marriage とあるように、ロレンスと妻フリー
ダの関係に焦点をあてつつ、やや強引に作品と結びつけている面がある。ロレンスが大学時代
の恩師の妻であったフリーダと出奔した後結婚し、世界を転々とした生活を夫婦の私生活も描
きつつ詳細に追っているのが特徴である。この伝記に、タオルミーナでのロレンスを描いた部
分に次のような一節がある。 
 
The full list of Frieda Lawrence’s lovers, it has been said, would fill a small 
telephone book.  Unfortunately, the book has not been found.  (One lover, who 
declared himself somewhat belatedly, was an elderly Italian immigrant living in 
Pittsburgh, Pennsylvania, in 1990.  Just before he died, Peppino D’Allura 
announced that he had been Frieda Lawrence’s lover in Taormina in the early 
1920s.  At the time a mule driver for a wine merchant, D’Allura claimed that one 
day when he was visiting the Fontana Vecchia, Frieda appeared suddenly, in the 
nude.  She offered him the gift of herself, which he accepted.)6 
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引用冒頭の「フリーダ・ロレンスの恋人をすべてリスト・アップすればちょっとした電話帳の
厚さになる」という大げさな言い方には明らかに著者の前作 Nora Joyce=Molly Bloom の残響
が聞き取れるのだが、ここにさりげなく、しかし唐突に例示されているペッピーノ・ダルーラ
という人物を元恋人の一人として取り上げるに当たって、マドックスが提示している典拠は、
ケンブリッジから出た伝記の第 2 巻の著者である Lawrence 学者 Mark Kinkead Weekes と交
わした会話であり、また上記 Saglimbeni の雑誌記事となっている7。ここでも、一介のイタリ
ア人移民の老人（ロレンス夫妻のタオルミーナ滞在の時期とこの老人の告白の年を考えれば、
おそらく 90 歳近いと思われる）が、死を目前にして、すでに旬を過ぎた英国人作家の妻との
情事を告白するだろうか、とか、それがどのようにして、英国のロレンス学者に伝わったり、
イタリアのジャーナリストに伝わったのか、等々、理解に苦しむことが多すぎる。 
 以上のように、旅のウェブサイトから始まるロレンスの『チャタレー夫人の恋人』とタオル
ミーナをめぐる言説の真偽を確かめる旅は堂々めぐりの状況に立ち至るのである。ただ、マドッ
クスが言うように、フリーダ・ロレンスが恋多き女性であったことはこれまでに公刊されたロ
レンスの伝記や周辺研究、またフリーダを扱った著作などで従来から知られた事実である。フ
リーダはロレンスの死まで彼と添いとげるのであるが、二人の生活が「添いとげる」という言
葉にふさわしいものであったとも思われていない。フリーダとロレンスのすさまじい夫婦げん
かや、ロレンスの DV については、初期の伝記や友人や近親者の証言などからよく知られてい
る。 
 フリーダとロレンスの出会いはどの伝記にも触れられているが、ロレンスの死後フリーダが
著した回想記 Not I, But the Wind によれば、1912 年の春、ロレンスが大学時代にフランス語
の授業を受けた Weekley 教授の自宅を訪ねたのが最初であったとされる。健康を損ね、また母
親の死の衝撃から立ち直ることができずに、ロンドンでの小学校の教師の職を辞して故郷イー
ストウッドに戻ったロレンスが、ドイツの大学のポストの件でノッティンガム大学時代の恩師
であるフリーダの夫 Ernest Weekley のもとを訪ねてきた、とフリーダは記している8。 
 夫の死後ほどなく書かれたこの回想記は、ロレンスが彼女に宛てた書簡がかなりの部分を占
めていることからもわかるように、追憶を交えて自らもロレンスもある程度美化したところが
あり、鵜呑みにして信ずることはできないという評家もいる。いずれにしても事実として二人
はすぐに親しくなり、知り合って 6 週間後にはドイツへ駆け落ちするのである。フリーダは 31
歳、3 人の子供がおり、ロレンスは 26 歳であった。こう見ると、大学教授のもとを訪ねてきた
若い教え子がその妻を見初めて出奔したというメロドラマチックな関係を想像することもでき
るが、フリーダはその回想記の中で、「決まりきった毎日の生活の中で夢遊病者のように過ごし
ていた私の本当の自我を彼が目覚めさせてくれた」9と述べている。ロレンス同様、フリーダも
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12 歳年長の面白みのない言語学者との生活に倦み果てていたことを窺わせる。しかし、このド
イツの貴族の血を引く女性は、それまでにも何人かの男性とつながりをもっていたことが知ら
れている。上記文章のすぐ前には、「フロイトの高弟に新しい知識を吹き込まれたばかりだった」
と述べており、最新の心理学理論を語るその心理学者と夫の落差が倦怠感の要因と臭わせてい
る。これが Otto Gross という当時ハイデルベルク大学にいた心理学者であり、結婚後ドイツに
里帰りした際に知り合い、関係を持っていたとされている。 
 フリーダは生涯に３度の結婚をしている。ロレンス没後に結婚した３人目の夫 Angelo 
Ravagli は 1925 年にイタリア、スポトルノに滞在中に夫妻が借りていた Villa Barnardo の家
主であり、当時結婚して子供もいた。ロレンス夫妻とラヴァーリ一家とは家族ぐるみの交流も
あったらしい。1925 年ロレンスの健康が悪化したため夫妻がアメリカ、ニュー・メキシコのカ
イオワ牧場での生活を切り上げてヨーロッパに戻ったのだが、1930 年にフランスのバンスでロ
レンスは亡くなる。ロレンスの死後カイオワ牧場に戻る際、フリーダはラヴァーリを同行させ、
彼はそのままタオスにとどまり、1950 年フリーダ 71 歳の時に結婚している。フリーダの死後
イタリアに戻ったラヴァーリはまた元の家族と 1976 年に没するまで暮らした。なかなかわれ
われには理解しがたい人物であった。 
 ケンブリッジ大学出版局から刊行された 3 巻に亘るロレンスの伝記の第 1 巻の著者である
John Worthen がその後ケンブリッジ版とは別に著した伝記 D. H. Lawrence: The Life of an 
Outsider によると、フリーダとラヴァーリはスポトルノ滞在中からの関係であり、ロレンス自
身もそれを知っていたらしい。ワーゼンはその伝記の中で Clifford Chatterley と Constance
と Mellors の構図は当時病気のためほとんど性的不能であったロレンスとフリーダとラヴァー
リの関係を反映しており、この作品はロレンスからフリーダへの捧げ物だと論じている10。 
 高名なロレンス研究者がこのような形で作品のモデルを作者の伝記的背景と直接結びつけて
論ずることの是非はともかく、ロレンス作品の作中人物は従来から作者が関わりをもった人物
と結びつけて論じられることが多かった。そういう意味では、タオルミーナ滞在中のフリーダ
が土地の農夫と関わりをもったという話を単なる観光地特有の伝説と切り捨てることはできな
いかも知れない。ただし、少なくともそれが 8 年後に完成する作品をインスパイアしたという
論にはにわかに同意しがたい。 
 
 このようにタオルミーナのロレンス夫妻をめぐる、いわば文学ゴシップを追うなかで、フリー
ダをやや不当に扱っていやしないかという危惧がある。70 年代、80 年代のフェミニズム批評
のなかでロレンスはその男性中心主義的側面をかなり厳しく批判されてきたが、90 年代に入り、
フリーダの再評価的傾向が見られることを付け加えておきたい。1990 年代に入り、ロレンスの
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伝記的背景に関する研究が次々に公刊された。ケンブリッジ大学出版局による膨大な書簡集全
7 巻が 1993 年に完結し11、また、同じくケンブリッジから 3 巻に亘る伝記も刊行された12。そ
のほかテキサス大学人文科学研究センターがフリーダ・ロレンスの書簡、回想、創作作品等、
未公開資料を収蔵公開するなど、新たな資料が閲覧可能になった。マドックス、ワーゼンの伝
記、Rosie Jackson や Janet Byrne によるフリーダに関する著作はこれらの新資料に負うとこ
ろが多い。中でもジャクソンはフェミニストの立場から独立した知性豊かな女性として、フリー
ダをとらえなおし、性（表現）の解放者、反近代の旗手ロレンスを支えてきた大地母神的女性
フリーダ、あるいはロレンスの性哲学の具現化の対象としてのフリーダという従来のイメージ
から彼女を救いだそうという意図が強く感じられる。 
 
 
                                                          
注 
1 http://www.thinksicily.com/guide-to-sicily/towns-and-cities-in-sicily/taormina.aspx 
2 http://www.italyguides.it/us/sicily_italy/taormina/taormina.htm 
3 http://articles.latimes.com/2011/jul/04/travel/la-tr-taormina-20110704 
4 http://www.bestofsicily.com/mag/art27.htm 
5 cf. Naxos-Casa-vacanze, の紹介記事による。 
6 Maddox, 276. 
7 Maddox, 549. 
8 Frieda Lawrence, 3. 
9 Ibid. 
10 Worthen, 352. 
11 その後 2001 年に Index と未公開書簡を収めた第 8 巻が出た。 
12 第 1 巻が 1992 年、第 2 巻が 1996 年、第 3 巻が 2011 年に刊行された。 
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